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開会 午前１０時２７分 

 

○書記（小林久美） 改めまして、おはようございます。 

  ご参集、大変お疲れさまです。 

  ただいまから議会改革特別委員会を始めさせていただきます。 

  初めに、委員長挨拶、保坂委員長、お願いいたします。 

○委員長（保坂 康） 改めまして、おはようございます。 

  急な招集で、大変お時間のところ都合つけていただいて、ありがとうございます。 

  今回は、来週、12、13、竜王中学の職場体験を受けるということで、これは２年前から

始まりまして、議会改革のほうで推進をしてきた事業でございます。毎年大体５名前後ぐら

いの人数で、甲斐市５つ中学ありますけれども、そのうちの今回は、今年は４つ一応応募が

ありましたんで、これの対応を我々が中心でやっていきたいと思います。 

  新しい方が入りましたんで、内容が多分分からない方もいるとは思うんですけれども、

我々だけではなかなか厳しい面がありますんで、ぜひほかの議員のほう誘って、みんなで議

会のほうを盛り上げていって、子供たちの主権者教育に反映させていきたいと思っておりま

すんで、ぜひご協力をよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○書記（小林久美） ありがとうございました。 

  続きまして、議長挨拶、小澤議長、お願いいたします。 

○議長（小澤重則） 皆さん、改めまして、おはようございます。 

  誠に急な招集で申し訳ございません。主権者教育の一環として、中学生にインターンシッ

プということで、市議会を見学していただいたり、知っていただくということで、２年前か

ら始めております。今年も４校申込みがあるようでございますんで、皆様にはご苦労をおか

けすると思いますが、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

  以上でございます。 

○書記（小林久美） ありがとうございました。 

  それでは、議事の進行につきましては、保坂委員長、よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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○委員長（保坂 康） ただいまの出席委員は７名です。定足数に達しておりますので、これ

より議会改革特別委員会を開会いたします。 

  なお、金丸幸司委員、藤原委員は欠席の連絡がありましたので、報告いたします。 

  それでは、内容に入ります。 

  （１）中学生職場体験について、事務局の説明をお願いします。 

  川口書記。 

○書記（川口大貴） それでは、中学生職場体験についてご説明いたします。 

  甲斐市議会では、令和６年度から市内の中学２年生を対象に行っている職場体験の受入れ

先の１つとして、希望のあった生徒に対して議員が講師となり教育及び議会体験等を実施し

ているところであります。今年度も引き続き主権者教育の場として、受け入れたいと思いま

すので、よろしくお願いいたします。 

  資料は、１ページになります。 

  まず、令和８年度２学年職場体験今後の日程でございます。竜王中学校、７月13日月曜

日から15日水曜日までの３日間、敷島中学校、10月６日火曜日、７日水曜日の２日間、竜

王北中学校、11月10日火曜日、11日水曜日の２日間、双葉中学校、11月10日火曜日から12

日木曜日までの３日間となっております。 

  また、受入れ人数（案）につきましては、記載のとおりでございます。この中で、既に竜

王中学校からは５名の希望の申出があり、日程につきましては、決定事項となります。なお、

竜王北中学校の２日間と双葉中学校３日間は、日程が重なっております。このことから、受

入れ人数を最大４名ずつとし、実施したいと思います。 

  また、玉幡中学校につきましては、既に６月10日、11日に実施されましたが、今年度に

つきましては、第２回定例会告示日と日程が重なったため、受入れ対応ができませんでした。

また、各校の受入れ日程中の議会の予定につきましては、記載のとおりとなります。 

  次に、来週13日月曜日からの竜王中学校職場体験の内容について、案です。本特別委員

会が設置されて間もないということもあり、昨年11月に実施した双葉中学校の３日間の内

容を基に進めていきたいと思います。 

  資料は２ページ、まずは、１日目の行程です。 

  午前９時に生徒は議会事務局に集合しますので、委員会室Ａにおいて、自己紹介、臨時市

議会議員の任命などを行います。次に、９時30分から10時まで議会についてと選挙につい

て学習します。休憩を入れて、10時10分から10時50分まで議員の活動内容について学習を
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します。再度休憩を入れて、11時から11時30分まで議会広報常任委員会について学習しま

す。午前中の学習につきましては、今年度最初の受入れとなりますので、保坂委員長、依田

副委員長に講師をお願いしたいと考えております。議員の活動内容についての講師につきま

しては、いかがするかご協議をお願いします。 

  午前中の学習は以上となり、昼食を取った後、現地視察を行います。今回は、地域のエネ

ルギーづくりや環境への取組について学びながら、議員と一緒に行動する中で、地域への関

心を深める機会としていただくため、甲斐双葉発電所の見学を行いたいと思います。庁舎に

戻り次第、議場や議長室等を見学し、１日目は終了となります。 

  続きまして、２日目の行程です。生徒たちは午前９時に議会事務局に集合し、議員の一般

質問の録画映像を30分ほど鑑賞します。次に、市に対する意見、要望について生徒が考え

てきていますので、生徒からの聞き取りを行った後、関心のある内容について、担当課へ確

認や調査を行い、議員活動の一つとして体験します。対応につきましては、議員を中心に割

り振り、班編成をいたします。班ごとに90分ほど活動いただきたいと思います。午前中は

以上となり、昼食を取った後、委員会室Ａにおいて発表資料の作り方を学習後、模擬議会に

向けた読み原稿を作成し、２日目は終了です。 

  最後に、資料の３ページをお願いします。 

  ３日目の行程です。午前９時に議会事務局に集合し、委員会室Ａにおいて、発表内容の最

終確認をし、準備が整った生徒から、議場において発表のリハーサルを行います。午前10

時から模擬議会を行います。午前中は以上となり、昼食を取った後、発表を終えて、「議会

だより」の記事を作成します。レイアウトを用意しますので、写真を入れ、発表内容をまと

めます。作成後、３日間の体験を終えて、生徒から感想をいただき、終了となります。 

  議員活動の一部になりますが、３日間を通して、市の取組を調査、発表し、報告する流れ

を体験するような内容となります。 

  以上を踏まえ、本日ご協議いただきたい内容になりますが、資料３ページ中段の４点です。

まず、１つ目として、受入れ日数について、２つ目に、受入れ人数について、３つ目に、竜

王中学校職場体験の内容について、４つ目に、当日の対応体制について、それぞれご協議を

お願いいたします。 

  説明は以上です。 

○委員長（保坂 康） 説明が終わりました。 

  初めに、受入れ日数につきましては、それぞれの中学校のカリキュラムに合わせ実施しま
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すが、ご意見等はございますか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（保坂 康） 大丈夫ですか。 

  ないようですので、この内容にて決定してよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（保坂 康） それでは、そのように決定いたします。 

  次に、受入れ人数につきましては、竜王中学につきましては、既に希望する生徒の人数で

決定となりますが、その他の学校の受入れ人数につきまして、ご意見等はございますか。 

  よろしいですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（保坂 康） ないようですので、この内容により決定してよろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（保坂 康） それでは、そのように決定いたします。 

  次に、竜王中学校職場体験の内容につきまして、１日目の講義の講師につきましては、最

初の受入れとなりますので、正副委員長で対応させていただきます。議員の活動内容につい

ての講師につきましては、昨年度対応をしていただいた若尾副議長にお願いできればと思い

ますが、ご意見等はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（保坂 康） よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（保坂 康） ないようですので、この内容について決定いたします。 

  次に、当日の対応体制につきまして、１日目の午後の視察につきましては、他の会議も重

なっているため、正副委員長と２人から３人の委員に同行していただければと思いますが、

いかがでしょうか。よろしいですか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（保坂 康） また、２日目の班行動につきましては、１人の生徒に議員２人で対応

できればと思いますので、委員を中心に委員外議員も一緒に活動を依頼したいと思いますが、

意見等はございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（保坂 康） ないようですので、この内容により決定してよろしいでしょうか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（保坂 康） それでは、そのように決定いたします。 

  以上で、中学生職場体験の内容についてを終わります。 

  次に、（２）その他を行います。 

  初めに、議長より何かありますか。 

  議長。 

○議長（小澤重則） 委員さんが５人に２人ずつつくというと、10人必要になりますよね。

そうすると、どこからから招集するという形ですけれども、招集の形をどうするのかという

ことと、あと、新人議員さんに主権者教育の経験をしていただきたいということで、新人議

員さん、このほかに２名いますよね。その人に講師をやってもらうわけにいきませんから、

流れを見ていただくという意味で出席していただきたいなと思います。また、それを協議し

ていただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○委員長（保坂 康） ただいま小澤議長よりそういう意見が出ましたですけれども、この会

でも大久保委員と河野委員は多分内容的に何も分からない、どういうあれか分からないと思

いますので、我々は去年、おととしと経験して、内容と流れというのが大体分かっていると

思うんですけれども、新人の方は分からないと思います。 

  今回は急だったんであれですけれども、10月、11月また研修とか主権者教育があります

んで、そのときにはこちらのほうでできるような形を取っていただければ、幸いかなと思い

ますので、ぜひあと皆川議員と黒崎議員も一緒に参加していただいて、直接いろんな議員の

報告とか一般質問をなかなかつくるというのは難しいと思いますんで、ぜひ一緒に勉強して

いただいて、これからの活動にも、皆さんも一般質問されると思いますんで、そういうのを

ちょっとどういう形でつくっていくかというか、そういうふうなのを勉強していただいて、

これからの議員活動にやっていただければと思います。それで、今回急だったんで、いろん

なところで私と副委員長でやりますけれども、10月からは、皆さんのほうでもここに発表

していただくような形ができればいいかなと思います。 

  特に、 口議員には、議会広報の委員長として内容のほうを10月のときにはぜひ発表し

ていただければと思いますんで、今回ちょっと勉強していただいて、できる限りそういうふ

うな、せっかく委員長がいらっしゃいますんで、前回僕のほうで委員長やっていましたんで、

そのときに発表させていただきました。ぜひよろしくお願いしたいと思います。 
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  そうすると、今後は、私のほうで説明をもう１か所できる状況ができますんで、副議長の

手間を取らせないでも、我々のほうでできるかもしれませんので、また、そのときはそのと

きでやりたいと思います。 

  今回は本当に、前回、副議長やっていただきましたんで、ぜひやっていただくような形に

なると思いますんで、その辺もよろしくお願いいたします。 

  ほかの議員、今回も我々これしかいないんで、そのうち経験者半分しかいませんので、ま

だまだ中学生についてという形ができないかなと思いますんで、この改革委員以外に委員を

招集したいと思うんですけれども、どのような形で皆さんのほうに周知したらよろしいかな

と思うんですけれども、何か意見ございますか。 

  じゃ、議会事務局のほうで。 

  小林係長。 

○書記（小林久美） そうしましたら、今、議長からのご提案をいただきまして、２日目の班

編成につきましては、改革の委員とあと経験のある改革の委員と１期目の議員を中心に班編

成をさせていただくという形でよろしいでしょうか。ご確認をお願いいたします。 

○委員長（保坂 康） 今、事務局のほうで話が出ましたけれども、それでよろしいでしょう

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（保坂 康） 前回２年間やっていますんで、出席された議員もいますんで…… 

  依田副委員長。 

○委員（依田那津希） 今のお話で、改革の委員と新人さんの４名、ここにいらっしゃるお二

人以外の２人も含めてということですけれども、先ほど議長のほうから、新人議員の方につ

いては講師という形ではなくてというご意見もあったので、もう一度ちょっと人数を確認し

て、足りないのであれば、事前にお声がけをしたほうがいいのかなと思うんですけれども、

１回お時間をいただいてもいいですか。 

○委員長（保坂 康） 人数につきましては、ここだけで…… 

〔「ちょっと暫時休憩して」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（保坂 康） 暫時休憩して、じゃ。 

 

休憩 午前１０時４８分 
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再開 午前１０時５１分 

 

○委員長（保坂 康） 会議を再開いたします。 

  ただいま決定事項につきましては、今回の主権者研修につきましては、一応５名というこ

となので、前回及び経験ある方が５名と、あとそれに新人さんが４名ついていただいて、あ

と足りないところはほかの議員という形にしたいと思いますんで、全員参加を一応目標とし

て呼びかけますんで、そのつもりでいてもらえればよろしいかなと思いますんで、よろしく

お願いいたします。 

  それでは、ほかの皆さんより何かありましたら、お願いいたします。 

  山坂委員。 

○委員（山坂賢太） 資料の３ページなんですけれども、最終日のまとめ、３日間の体験を終

えてということで、中学生の方からいろいろな感想を述べていただくんですけれども、前回、

議員に対しての質問ありますかということが、ちょっと寂しかったように思いますので、も

しよろしければ、事前に市ではなくて、ここ、議員に対しての質問等いろいろもしあったら

ということを、事前に声かけていただければ、議員のほうでもいろいろと答えを引き出せて、

次にも生かせるかなというような、また、議員というものはこういうことやっているという、

また人としてのつながりも生まれるかなと思うんで、もしよろしければ、そういったことも

前回のあれを踏まえて、今回また質問がないとなっちゃうとまたあれなんで、そこら辺だけ

ちょっと考えをしていただければと思いますけれども、お願いします。 

○委員長（保坂 康） 今、山坂委員から意見がありましたけれども、前回最後になかなか体

験学習をしても、議員に対しての質問というのは、その３日間だけで、２日間かな、なかな

か大変かなと思いますんで、その辺、何か、今山坂委員が言われたような、もう少し、市に

対してというのは、また別にあると思いますので、議員に対してのことをもしあればという

ことで、その意見を求めるのをどういうふうにしたらいいか、何かご意見ございますか。 

  どういう形でやったらいいかとか、どうでしょうか。 

  依田副委員長。 

○委員（依田那津希） 前回の学生さんたちの意見のほうも、なかなか突然言われて困る方も

いらっしゃったので、質問内容と一緒にある程度表にしておいていただければ、答える側の

議員も１つの質問に対して、やっぱりたくさんの人が答えたいものもあったりして、ちょっ

と時間的な部分も、あと答えの内容的な部分にも重なる部分もあったので、事前に質問いた
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だければ、その辺も調整しながらお話ができるのかなと、いい時間が過ごせるのかなと思い

ますので、質問内容と同時に議員への質問があればということで、同時にしていただければ

と思います。 

  以上です。 

○委員長（保坂 康） じゃ、今依田副委員長からそういう意見が出ましたけれども、その辺

について、事務局のほうはどういう対応ができますか。 

  小林係長。 

○書記（小林久美） そうしましたら、中学校のほうにスケジュールも示す中で、こういう時

間帯を取りたいということも明らかにさせていただいて、事前に学生のほうの意見のほうも

確認しておきたいと思います。また、分かり次第、委員の皆様にはお知らせするような形を

取らせていただきます。 

○委員長（保坂 康） 今、事務局のほうでそういうふうな内容で、前回は本当に最初に市に

対しての質問じゃないけれども、それだけだったんで、それは一般質問のほうで多分皆さん

のほうで作成していけると思うんですけれども、今回議員に対しての質問をプラスしていた

だければと思いますんで、ぜひ学校側のほうにその辺を伝えていただいて、事前に分かれば、

そのほうが我々も答えやすいという面もありますんで、今回はそういうふうな形でやりたい

と思いますが、よろしいでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（保坂 康） じゃ、そのようにするようにいたします。 

  その他、何かございますか。 

  依田委員。 

○委員（依田那津希） あと最後に確認で、先ほど全議員に招集をかけていただくということ

で、委員長のほうからお話があったと思うんですが、１日目の午後の視察に関しては、改革

の委員プラス二、三名の議員ということで先ほどお話がありましたが、議員の皆さんが出席

に丸つけていただいて、ちょっと人数多いから、ここにいてくださいということだと申し訳

ないのかななんてちょっと思ったりして、あまりに期間が短い招集になりますので、その辺

も事前にお声がけいただくところがあればお願いしたいなと思います。提案です。 

○委員長（保坂 康） これについては事務局。 

  小林係長。 

○書記（小林久美） 本日の決定事項につきましては、スケジュールも併せて全議員に通知し
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たいと思いますので、その中で、１日目の内容につきましては、午後の視察については人数

のほうが限られた人数で行動したいということもお伝えさせていただきたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（保坂 康） 暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時５７分 

 

再開 午前１１時０２分 

 

○委員長（保坂 康） 議会を再開します。 

  その他ありますか、議員のほうより。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（保坂 康） いいですか。 

  じゃ、今決まりましたんで、一応皆さんのほうにご報告しますけれども、13日の発電所

の見学につきましては、我々委員で対応ということでよろしいですか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（保坂 康） それで決定します。 

  先ほど言われたように、ほかの議員方、一応お声をおかけして、来ていただくんですけれ

ども、ほかの議員の方には、改革の方以外には今回はご遠慮していただいて、それで一応事

務局のほうから連絡をさせていただくということに決定してよろしいですかね。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（保坂 康） じゃ、それで決定いたします。 

  ほか大丈夫ですか。 

〔発言する者なし〕 

○委員長（保坂 康） じゃ、その他、事務局からございますか。 

  川口書記。 

○書記（川口大貴） 事務局から１点、今後の流れをご連絡いたします。 

  ただいまの協議で決まりました内容を教育委員会に報告をいたします。それにより、各学

校で生徒の希望調査を行い、受入れ人数などが報告をされてきます。報告を受けまして、再

度議会改革特別委員会を開催し、人数によっては対応体制をどうするか、また、２日間、ま
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たは３日間をどのようなカリキュラムで、どういった方法で、どなたが講師となり行うのか

などをご協議いただくことになりますので、よろしくお願いいたします。 

  事務局からは以上です。 

○委員長（保坂 康） 説明が終わりました。 

  以上でその他を終了いたします。 

  以上をもちまして本日の日程は全て終了いたしました。 

  これをもちまして議会改革特別委員会を閉会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

閉会 午前１１時０４分 

 


